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1− C − 7　 メ チ オ ニ ン エ ン ケ フ ァ

1丿ン と カ ル バ コ
ー

ル の 化 学キ ン ドリ

ン グ に お け る転移 現象

1 − C − 8　 幼若 ラ ッ トに お け る扁

桃核刺激の 誘発電位 の 長期 増強作 用

と キ ン ドリン グ
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　 ア セ チ ル コ リ ン （Ac11） の ア ゴ ニ ス トで あ る カ ル

バ コ
ール （CB ） に よ り化学 キ ン ド リ ン グ （CB − K）

が形成 さ れ る こ と は 従来 か ら よ く知 られ て い る ．ま

た 演者 ら は す で に ， メ チ オ ニ ン エ ン ケ フ
ァ リ ン （ME ）

を 用 い て も 同様 の キ ン ド リ ン グ （ME − K ） が 形成 さ

れ る こ と を 報告 し た ．今回は ，キ ン ド リ ン グ 現象 に

お け る 嶇 と Ach の 相互作用 を 知 る た め 梱
一K 　と

CB − K 間 の 転移現 象形成 の 可否 に つ い て 検討した．

　 「対象 と 方法」　 実験 1 ： Wistar 系雄 ラッ ト （n

＝15 ）の 右扁桃核 に 23 ゲージの ス テ ン レ ス 製 ガ イ ドカ ニ
ュ

ーレ と深部電極 を慢性留置 した．術後 1 週 間 後 よ り，マ

イ ク ロ シ リン ジを 用 い て ，ME エOpg を ， 同部位に 48 時間

間 隔 で IO 回 注 入 した．第 IO 回 注 入 5 日 後 よ り，2．5　n

mole の CB を同部位 に 同様 の 方法 で 反復注入 した．

実験 2 ： Wistar 系雄 ラ ツ ト （n ＝ B）の 右扁桃核 に 上

記 と 同様 の 方法 で 10nm 。 le の GB を反復注入 した．そ

の 中で ，GB − K が 形成 された ラツ トに 対 し ， 5 日後 よ り10

pg の 皿a を同部位 に 同様 の 方法 で 反復 注入 し た ．

　 「結果」　 実験 1 ： ME 反復注 入 に よる最終 到達 ス テ

ージは ，
ス テ

ージ 5 （C5 ）6 匹 ，
　 C42 匹 ，

σ 35 匹 ，
　C21 匹 ，

Cl　l匹で あ っ た ．これ らに 対 し ，
　 GB2 ．5nmole の 初 回注

入 に よ り，G5 の 6 匹 は Cl　 1匹と C55 匹，　 C妬 の 2 匹は G4

1 匹 と 051 匹，es の 5匹は C32 匹とC43 匹，　 G2 ， e ⊥ の

1 匹 はそれぞれ 02
，
Cl とな っ た．　実験 2 ；GB 　 lOnmole

注 入 2〜4 回 で 8 匹中 7 匹に 初 回 G5 が出現 した．この うち

2 回以上連続 して C5が 認 め られた もの は 4 匹 で あ っ た．こ

れ らに 対 してME 　IOpg を反復注 入 したが，全例 ともに 転

移現象 は認め られ なかっ た．

　 「考察」　 ME − K 形成後 ，
　CB に 対 する 転移現象 は

認 め られたが ， rf方OB − K 形成 後 ms に 対 す る 転移現象

は 認 め ら れ な か っ た ．こ の こ と か ら キ ン ド リ ン グ 現

象に お け る 両者 の 役割 に つ い て 考察 す る 。

　幼若 ラ ッ トで は 成熟ラ ッ トに 比べ ．短い 時間間隔の 刺激

で キ ン ド リン グ効果が生 じる こ とや 転移現象 の お こ りや す

い こ とな ど ， 脳波上 も， 痙攣発作上 も種 々 の特徴を有す る。

今回，我 々 は 幼若 ラ ッ トの 扁桃核 キ ン ドリン グ に 伴 う，

内 嗅野誘発 電 位 の 変 化 と行動 上 の 痙 攣発 作 の 関係 に つ い て

検討 した。

〔方法 〕生後 i4− 16 日 目の ウ イ ス ター
系 ラ ッ トの 左側扁

桃核 に 双 極刺激電極 （ス テ ン レ ス 線，径 0．2・rm ）を刺 入 し，

記録電 極 と して は 内嗅野に タン グス テ ン線（先端径 1− 2 副

を定位刺入 した。手術創の 回復 （1− 2 日 ）後 ，10Hz の 矩形

波 （パ ル ス 幅 O．5・ms ・ec ）に て 初回刺激（100パ ル ス ）をお こ

な っ た 。 さらに 翌日よ り，1 時間間隔に て 同様の 刺激 をお

こ な い ，その 際の 内嗅野の 誘発電位 を 記録 した。なお 刺 激

前後 の反応 の 変化 に つ い て も検討 を 加 え るた め に ，キ ン ド

リン グ刺激前後に 3 秒毎の 刺激に よ る反応 も記録 した 。

〔結果 〕キ ン ド リ ン グ形成とともに t 脳波 上 の 後発射持続

時間が 延長 し，内嗅野誘発電位 の 増強 して い くの が 認 め ら

れ た 。 な お，初回刺激に伴う誘発電位の増強は少 な く と も

24時間持続 して い た 。 ま た，キ ン ドリン グに よ る全身痙攣

出現数日後 に調べ た場合も誘発電位の増強が み られ た。キ

ン ドリン グ刺 激の 最 中 に誘 発 電 位 を記録す ると反応 の late

comp ・ nent に 特 に 振 幅の 増強がみ られ た 。 な お late

eomponent の 増強 は キ ン ドリン グ形成とともに よ り著明

に な る場合が 多か っ た。しか し，early 　 c ・ 皿 p ・ ne ・ t に お

い て は し ば しば振幅が 減少 した 。

　な お ，幼若 ラ ッ トキ ン ドリン グ に伴う内嗅野以外の 脳部

位に おける誘発電位 や ，成熟 ラ ッ トの キ ン ドリン グに伴う

誘発反応 の 変化 に つ い て も検討 して い るの で ，脳部位の相

違 や幼若 ラ ッ トと成熟 ラ ッ トの 間で どの よ うに 反応 が相違

す るか比 較 ，考察 したい 。
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